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１．研究の背景 

強い風などで植物が倒されたとき、やがてその根は再び地中に向かって伸び、茎は起き上がる。これが重力屈性である。重力屈
性は、植物が自身の体を支え、各器官を成長に有利に配置する、重要な環境応答の一つである。重力屈性はダーウィンなど
多くの研究者により長い間研究されてきたが、植物が重力の方向を感じる仕組みは明らかになっていない。 
 
 
２．研究の目標 

シロイヌナズナの茎の重力感受細胞を見出し解析してきた、これまでの成果を基に、更に新しい方法論を用いて重力受容のメ
カニズムを明らかにする。  
 
 
３．研究の特色 

顕微鏡下で重力感受細胞だけを切出し発現している遺伝子を取り出す、またその種類と量を測定する、という2つの最先端の
技術を組み合せる。これにより重力感受細胞で働く遺伝子を探し出す。これを手がかりとして、重力受容・伝達システムの中核
を担う遺伝子を見つけ出す。 
 
 
４．将来的に期待される効果や応用分野 

植物の環境応答の基盤メカニズムの一つを解き明かすことは、植物科学の発展に大きく貢献する。また、重力屈性は育種にお
いても重要な形質である。例えば、イネの栽培品種は高密度に栽培ができる形質が選抜されているが、この形質は重力屈性と
密接に関係している。重力屈性のメカニズムについて遺伝子のレベルでの理解が進めば，様々な植物種で栽培目的に応じた
育種への応用が期待できる。 
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シロイヌナズナ根の重力受容の場はコルメラ細胞である 
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